
2E14 標準研究の課題 
一 競争との関連で 一 

0 土井 教 Z  ( 関西学院大経済学 ) 

近年、 技術規格の標準化は 企業戦略的に、 公共政策的にすこぶる 重要な問題として 

認識され、 大きな注意を 喚起している。 わが国経済の 発展を振り返ると、 政府は、 で 

きる限り迅速に 品質など、 様々なレベルで 標準化を進めることによって、 経済発展を 

牽引すると思われる 成長産業において、 大量生産による 規模の経済性を 実現し費用効 

率を高め、 そしてまた技術革新を 促進してきた。 今また、 経済の構造変化を 受けて、 

新たな意味で 標準化は、 わが国の経済発展に 大きな影響を 与えつつあ る。 ネットワー 

ク型・システム 型産業の登場であ る。 標準のメカニズムや 効果などの分析は 企業戦略 

的にも公共政策的にも 重要な課題となっている   しかし、 標準の経済的役割は 残俳な 

がら十分な理解を 得ていない。 

そこで、 標準に関する 主要な研究上の 課題を主に産業組織・ 競争と関連で 整理する。 

なお、 標準を、 「生産者、 需要者などが 支配的、 標準的と認知する 規格」と定義する。 

1 標準の分類 

分類の基準は 多様であ る   例えば、 標準の設定方法 ( 設定主体 ) 、 技術特性・機能 ( ィ 

ンタフェース 性 / 自己完結性 ) 、 タイミング ( 上市双後 ) 、 知的財産権 との関連 ( 開放 

型 / 専有型 ) 、 などであ る。 ここでは、 図 1 を示す。 

図 1  標準のパターン : 技術特性と設定方法 

設定方法 政府主導 市場競争 フ オーラム形成 機能 

技術特性 ( 公的標準 )  ( デファクト標準 ) ( 自主合意標準 ) 

インタフェース 標準 公的標準 デファクト標準 自主合意標準 互換性 

水平互換 バラエティ削減 

垂直互換   

クオリティ標準 情報提供 

ミニマム品質標準 公的規制 品 Ⅰ賀保証 

参照標準 デファクト標準 バラエティ削減 

11 現状が提起する 課題 一 標準の産業組織メカニズム 一 

一般に 、 企業は技術特性などを 考慮しながら 標準のタイプ、 範囲などを戦略的に 決 

走 する ( 「標準マネジメント」㌔ 標準に関する 企業戦略と政府行動について 十分な理論 

的、 実証的理解が 不可欠であ る。 そこで、 現状の標準・ 標準活動が提起する 課題を整 

理する。 
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1 ) 現実のクオリティ 標準について、 注目点として、 ①ミニマム品質標準は 公的規 

制と関連、 ②参照標準は 意外に多く、 拘束力が弱いがデフアクト 標準として機能する、 

③国際標準の 重要性が大きくなり、 特に 1S09000 、 1S014001 の認証を多くの 企業が 

取得している、 ④わが国では ISO の取得が経営に 活かされていない、 などがあ る。 こ 

うした特徴はいろいろな 興味深い問題を 提起している。 特に、 これらの標準が 競争、 

産業組織に与える 影響が注目される。 なぜなら、 公的規制の影響は 規制緩和の議論と 

関連して注目されるし、 またデファクト 標準は競争を 通して形成されるからであ る。 

2) ネットワーク 型産業では、 しばしば互換性のない 規格が標準化競争を 展開する。 

その展開の中で、 ①「企業間互換性」問題のみならず、 「世代間互換性」問題も 含まれ 

る、 ②「新技術の 採用サイクル」が 短い、 ③規格間競争の 中で企業提携、 合併が見ら 

れる、 などの特徴が 注目される。 従って、 標準化は、 互換性、 競争、 技術革新、 そし 

て 多くの場合補完的製品・サ ーヒ ス と 相互関連しながら 進行する。 そうした「標準の 

産業組織メカニズム」を 明らかにする 必要があ る。 

また、 競争を通して 標準化が進行するにもかかわらず、 標準への理解が 企業内で十 

分ではないと 言われる。 このことは、 標準の形成や 効果には「企業内要因」 ( 下記の図 

参照 ) も等しく重要であ ることを示唆する。 

I11 標準研究の主な 課題 

一般 ヰこ、 規格・標準に 関する企業戦略について 考察するために、 具体的には、 標準 

の形成メカニズム・プロセス、 関係者が標準を 認識する フノ ミング、 標準が競争・ 産 

業組織に与える 影響などを解明する 必要があ る。 それには、 「産業組織論」的接近 ( 以 

下の図参照 ) が 1 つめ 有効なものであ る。 以下では、 ①標準の決定要因分析、 ②標準 

の ミクロ経済的効果分析、 ③標準政策分析について、 主な研究課題を 確認しよ       

( 1 ) 標準の形成メカニズム 一 標準の決定・ 採用要因の分析 一 

一般に 、 標準形成に影響を 与える要因として、 先験的には、 ①市場の失敗 ( 政府の 

認識・行動 ) 、 ②製品の技術構造 ( 技術進歩のレベル、 知的財産権 、 インタフェース 性・ 

自己完結性、 相互運用性技術の 有無など ) 、 ③利用者の習熟度・ 習慣性 ( 買手の行動 ) 、 

④競争構造 ( 企業の戦略 / 市場構造 ) 、 ⑤製品特性 ( 品質感応 度 、 消費者財・生産者財 

など ) などがあ げられる。 もとより、 それそれの効果の 有無あ るいは大小などは 標準 

のパターンによる。 また、 標準化が規制の 形をとるとき、 企業が自己に 有利な規制を 

働きかける「レントシーキンバ」活動 ( 規制のキャプチャ 一理論 ) も重要な対象であ 

る。 

しかし従来、 標準の形成については、 必ずしも十分に 実証的に考察されていない。 

また理論的にも、 多様な議論が 見られる。 そのなかで、 ミニマム品質標準は「社会的 

規制」問題に 体ならず、 近年比較的多くの 研究が見られる。 

( 2 ) 標準の産業組織効果一ミクロ 経済的効果の 分析 一 

標準は、 市場構造 ( 広義 : 基本的条件を 含む ) の 一 っとして直接的に 市場行動・ 成 
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果 に影響を与え、 そしてまた市場行動 ( 標準化戦略 ) として市場構造に 影響を与える 

ことを通して、 間接的に市場行動・ 成果に影響を 与える。 従って、 標準が市場構造に 

与える影響、 と標準が市場行動・ 成果に与え                     かにする必要があ る。 

具体的に、 標準化戦略から 影響を受ける                   て、 特に集中度・シェア、 

参入障壁、 産業内移動障壁、 垂直統合などが 注目される。 なぜなら、 標準・標準化は、 

規模の経済性、 ネットワーク 外部性、 基本技術のアクセス 制限などを通して、 それら 

の 構造的要因に 影響を与えることができるからであ る。 また、 標準化は企業間の 水平 

的、 垂直的な合従連衡 ( 特に水平合併・「補完 ( 同属 ) 合併」、 あ るいはアライアンス 

など ) を誘引し、 その結果市場構造を 変化させるかもしれない。 

また、 市場行動・成果に 及ぼす効果として、 ①価格・利潤率 ( 資源配分効率 ) 、 ② 費 

用 効率 (x 効率 ) 、 ③研究開発・ 革新 ( 技術進歩効率 ) に及ぼす影響 ( ミクロ経済的効 

果 ) が注目される。 なぜなら、 「標準の経済性」は、 プラス面として、 買手の取引費用 

削減と効用拡大 ( 需要曲線の右方移動 ) 、 企業の生産効率上昇 ( 費用曲線の下方移動 ) 、 

技術進歩の利益の 迅速な拡散と 技術開発の促進、 企業間競争の 促進 ( 価格低下 ) など 

を 含むからであ る。 これらの効果は 社会的厚生を 増大させる。 

しかし他方、 標準は負の効果ももち ぅる 。 例えば、 標準は、 協調の機会、 参入障壁、 

産業内移動障壁、 略奪的行動などを 通して競争制限、 革新遅延を誘引するからであ る。 

また、 複数規格の並存、 デザインが不完全な 標準、 標準化にかかりすぎる 時間などの 

負の側面も考えられる。 

かくして、 標準は、 社会的厚生に 正負、 両方の効果を 持っ可能性を 含むために、 ど 

ちらの効果が 発現するのか、 あ るいはネットの 効果を明らかにする 必要があ る。 標準 

が 、 価格競争、 利潤率、 費用効率、 研究開発などに 与える影響を 理論的、 実証的に解 

明する必要があ る。 欧米ではそうした 研究が見られるけれども、 わが国では本格的な 

研究は少ない。 

IV  結びに代えて 一 標準政策への 示唆 一 

標準は社会的に 正負の効果を 併せもっために、 ネットの効果を 考慮する必要があ る。 

従って、 標準は多様で 複雑な政策問題を 含む。 政策間の、 あ るいは正負の 効果間のト 

レードオフ・ 整合性の問題が 発生するかもしれない。 その結果、 政策上の 2 つの大き 

な 課題が考えられる。 ①標準設定において 政府は関与すべきかどうか、 そして②もし 

そうであ るなら ぱ 、 どの程度どのように 関わるべきであ るか、 であ る。 また、 標準の 

形成後で、 負の効果が発現したとき、 それを速やかに 補整する政策も 必要であ る。 

今日のキーワードは「ミクロ 経済的競争力」と「競争」であ るが、 標準はそれらに 

密接に関わる。               課題に対応して、 標準研究の進展が 強く求められる。 
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